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ＭＴＤ０３４Ｂ～０９４Ｂ型泡原液槽

ガイドブック

・ガイドブックをよくお読みのうえ、安全にお使いください

・いつでも使用できるように大切に保管してください
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安全上の注意

・ご使用の前にこの「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

・ここに示した注意事項は設備を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止

するためのものです。

・危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが想定される

内容を、「警告」，「注意」の 2つに区分しています。

警 告
取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や障害を負うか、または、防災機能の一部に重

大な悪影響を及ぼすことが想定される場合。

注 意
取り扱いを誤った場合、使用者が障害を負うか、または、防災機能に悪影響を及ぼす

可能性がある場合、および防災機能を長期にわたって有効に活用する上でぜひ守って

ほしい事項。

お守りいただく内容を次の警告表示で表示しています。

危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

禁止の行為を告げるものです。

行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。

警 告

一般的な注意事項

付属する弁類の開閉状態を確認する
付属する弁類の開閉状態が誤っていると、機器が正常に作動しないことがあります。

機器一式および部品の交換は、耐用年数および交換推奨時期を目安に交換する
経年劣化により機器が正常に作動しないことがあります。

泡消火薬剤が皮膚に付着したり、目に入った場合には、直ちに多量の水で洗い流す
泡消火薬剤が付着した状態で放置すると、人体に影響することがあります。

水張り時や泡消火薬剤注入時には、必ず送液弁を閉じた状態で作業する
配管内の水や泡消火薬剤水溶液が混合器を通じて逆流し、ダイヤフラム内に入ることがあります。

ダイヤフラム内に水や泡消火薬剤水溶液が入ると泡消火薬剤自体が薄まり、火災時に所定の性能が

出なくなります。

手以外では機器の操作をしない
手以外で操作すると、機器の損傷や確実な操作が出来ないことがあります。

機器を無断で改造しない
機器の損傷や機器が正常に作動しないことがあります。

機器に無理な外力を掛けない
機器を足場代わりにしたり、ぶつけたりなど無理な負荷を与えないでください。故障の原因となり

ます。
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工事に関する注意事項

機器および配管は保温などの適切な措置を行う
機器および配管内の水が凍結すると、機器の損傷や所定の性能が得られなくなることがあります。

機器の流水方向を間違えない
流水方向を間違えると、機器が損傷したり、所定の性能が得られません。

点検時に関する注意事項

圧力計の指示値を確認する
圧力計の指示値が通常と異なっている場合、機器に異常が発生しているおそれがありますので、

必要に応じて消防設備業者または点検業者にご相談ください。

保守点検時、排水される水が泡立つなどの異常がないことを確認する
排水が著しく泡立つ場合は、ダイヤフラムが破損している可能性があります。

注 意

一般的な注意事項

機器を分解した場合には、正常に機器を組み立てる
機器が正常に組み立てられていない場合、機器が正常に作動しないなどの故障の原因となります。

機器に異常がある場合は、速やかに調査する
速やかに原因を調査し、必要に応じて修理してください。機器が正常に作動しないことがあります。

工事および点検は有資格者が実施する

復旧作業は、消防機関などによる消火および安全確認後に行う
消火および安全確認前に復旧作業を行うと危険です。

消火用水は上水道水を使用する
地下水や中水など腐食性のある水を使用すると、漏水や故障の原因となります。

使用圧力範囲外では使用しない
機器が正常に作動しないなどの故障の原因となります。

本機器に悪影響を及ぼす薬品・溶剤を使用しない
ゴム製部品を使用していますので、ゴム製品に悪影響を及ぼすような薬品・溶剤は使用しないでく

ださい。機器が正常に作動しないことや故障の原因となります。

修理およびオーバーホールが必要な場合はメーカーに連絡する
弊社にご連絡ください。

機器分解時は水などの噴き出しに注意する
機器を分解する際に、水や泡消火薬剤が吹き出すことがありますので注意してください。

また、必要に応じて周辺の養生などを行ってください。



4

工事に関する注意事項

環境が悪い場所には設置や保管をしない
以下の場所に設置や保管をした場合、正常に作動しない原因や機器の劣化が早まることがありま

す。

・屋外

・水などが掛ったり、粉塵が発生する場所

・腐食性ガスや湿気が多く存在する場所

・直射日光があたる場所

・振動が多い場所

配管内部や貯水槽に異物が入らないようにする
混合器内に異物が入ると、混合性能が得られなくなります。

配管内をフラッシングする
混合器内に異物が残ると、混合性能が得られなくなります。

混合器二次側の配管をしっかり固定する
混合器二次側の配管の重みが混合器に掛かると、混合器や混合器を支えている配管が破損すること

があります。

泡消火薬剤が本機器表面に付着した場合には、直ちに多量の水で洗い流す
泡消火薬剤が付着した状態で放置すると、本機器の塗膜の損傷などの原因となります。

耐圧試験圧力を槽本体内に掛けない
ダイヤフラムが破れたりするなど、機器が損傷することがあります。

耐圧試験時は試験圧力を超えない
本機器の耐圧試験圧力は 2.1MPa です。機器廻り配管の耐圧試験時は 2.1MPa を超えないようにして

ください。機器が破損することがあります。

逃がし弁には 1.4MPa を超える圧力を加えない
MVE021 型逃がし弁の最高使用圧力は 1.4MPa です。1.4MPa を超える圧力を加えると機器が破損

することがあります。
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１．概要 

本機器は、プレッシャー・プロポーショナー方式を用いる泡消火設備に使用し、泡消火薬剤を貯蔵するも

のです。 

本機器では泡消火薬剤をダイヤフラム内に貯蔵し、水と空気から遮断しているため、泡消火薬剤の劣化防

止、長期保存が可能です。 

 

２．構造および作動説明 

(1)構造 

本機器は、槽本体、ダイヤフラム、混合器、逃がし弁などで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．機器外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．機器系統図（図は監視状態を示します） 

 

記号 名称 

V1 給水弁 

V2 逃がし弁元弁 

V3 圧力計弁 

V4 排水弁 

V5 閉止弁 

V6 液面計弁 

V7 給／排液弁 

V8 送液弁 

V9 水用エア抜き弁 

V10 原液用エア抜き弁 

排水

給水

液

面

計

常時閉

常時開
排水

混合器（プロポーショナー）

送液逆止弁

Ｖ８

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３
流水方向

圧力計

逃がし弁

逆止弁

槽本体

混合器（プロポーショナー）

パンチングメタル

ダイヤフラム

原液送出管

液面計

流水方向

給水

逃がし弁

給水弁（Ｖ１）

逃がし弁元弁（Ｖ２）

排水弁（Ｖ４）

圧力計弁（Ｖ３）

閉止弁（Ｖ５）

液面計弁（Ｖ６）

給／排液弁（Ｖ７）

送液弁（Ｖ８）

水用エア抜き弁（Ｖ９）

原液用エア抜き弁（Ｖ１０）

送液逆止弁

逆止弁

圧力計
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(2)作動説明

①通常時（監視時）

通常時、ダイヤフラム内には泡消火薬剤が貯蔵されています。ダイヤフラム内の泡消火薬剤貯蔵圧力

(P2)は、逃がし弁により給水系統圧力(P1)より低い圧力に維持されています。泡消火薬剤貯蔵圧力(P2)

は次の関係になるように調整します。

給水系統(P1) ＞ 泡消火薬剤貯蔵圧力(P2)

図 3．通常時(監視時)

※貯蔵圧力の調整

貯蔵圧力は逃がし弁（MVE021 型）の圧力調整ボルトの調整により、0.5～1.0MPa の範囲で調整が

可能です。（出荷時の逃がし弁の吹き出し圧力は、0.7±0.1【0.6～0.8】MPa に設定されています。）

微調整が必要な場合は次の手順によってください。

【1】ロックナットを緩める。

※ロックナットを緩めるときは工具を本体およびロックナット部に固定してください。

【2】圧力調整ボルトを廻し、調整する。

・設定圧力を高くする場合 → 時計方向に廻す

・設定圧力を低くする場合 → 反時計方向に廻す

※逃がし弁圧力調整時には逃がし弁の排水口から高圧水が排水されますので注意してください。

※逃がし弁の吹き出し圧力と逃がし弁の吹き止まり圧力は異なりますので注意してください。

吹き止まり圧力と吹き出し圧力は次の関係で表されます。

逃がし弁の吹き止まり圧力＝吹き出し圧力－（0.1MPa 以下）

【3】ロックナットを締め付ける。

※ロックナットを締めるときは工具を本体およびロックナット部に固定してください。

図 4．MVE021 型逃がし弁

圧力空気槽

貯水槽消火ポンプ

呼水槽

泡原液槽

逃がし弁

ダイヤフラム

一斉開放弁，泡放出口など
Ｐ１

Ｐ２

混合器（プロポーショナー）

低圧水

高圧水

泡消火薬剤

圧力調整ボルト

Ａ

Ａ矢視図

高低

ロックナット

工具をかけない
本体キャップ部に

本体

本体キャップ
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②火災時（作動時）

火災時、加圧送水装置が起動すると、水が混合器（プロポーショナー）および給水弁（V1）に加圧給水

されます。給水弁（V1）に給水された水は槽内に入りダイヤフラム外側と槽内側との隙間に充水され、

その水圧によりダイヤフラムを押し縮め、ダイヤフラム内の泡消火薬剤を混合器（プロポーショナー）

に加圧送液します。混合器（プロポーショナー）は、水および泡消火薬剤を規定の混合比で混合するも

ので、混合器で混合された泡消火薬剤水溶液は加圧送水装置の送水圧力により、泡放出口などへ送液さ

れます。

図 5．火災時（作動時）

３．工事

(1)据付

①槽本体の据付

・本機器の周辺は、操作、保守点検およびダイヤフラム交換などを行うための図 6 に示すメンテナンス

スペースを確保してください。

図 6．必要メンテナンススペース

・本機器は、水平な基礎に設置し、脚部プレートの据え付け穴（φ23）にアンカーボルトなどを使用し

て堅固に固定してください。（推奨アンカーボルトサイズ：M20）

泡消火薬剤（原液）

泡水溶液

加圧水

排水

給水

液

面

計
送液逆止弁

Ｖ８

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３
流水方向

泡放出口など

混合器（プロポーショナー） ダイヤフラム

圧力計

逆止弁

逃がし弁

０．８ｍ以上（側面側）０．８ｍ以上（側面側）

０
．８

ｍ
以

上
（

裏
側

）
０
．８

ｍ
以

上
（
正

面
側

）

槽本体
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・ダイヤフラム交換時や保守点検の際に原液送出管を槽本体より出し入れする必要があります。そのた

め、本機器の設置を検討する際には、図 6 に示すスペースおよび槽上部に図 7 に示す泡原液槽の型式

ごとに必要なスペースを確保するようにしてください。

図 7．槽上部必要スペース

②配管接続

・本機器に現場配管を接続する前に、現場配管内のブローやフラッシングを実施し、配管内の異物を除

去してください。

・本機器の流水方向を確認し、接続してください。

・混合器や接続配管に無理な負荷がからないように接続してください。

・片締めなどの接続不具合にならないように注意してください。

※送液逆止弁の不具合による交換時など、給液配管 2 次側の泡消火薬剤水溶液の排液を行う場合の作業

を簡易化するため、混合器の 2 次側に仕切弁等を設置することを推奨します。

(2)耐圧試験

機器廻り配管の耐圧試験を行う場合は本機器の破損や故障を防ぐため、以下に注意してください。

・給水弁（V1）および送液弁（V8）を閉止し、槽本体内に耐圧試験圧力が掛からないようにしてく

ださい。

・耐圧試験圧力は 2.1MPa を超えないようにしてください。

型式名称 H(mm) h(mm) L(mm)

MTD034B 2540 2000 950
MTD044B 3090 2430 1180

MTD054B 3000 2370 1070
MTD064B 3430 2710 1260
MTD074B 3270 2590 1200

MTD094B 3430 2710 1260
ｈ
（
必
要
最
小
寸
法
）

Ｌ

Ｈ

脚部プレート

原液送出管
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(3)初期セット

①泡消火薬剤の充填

作業① 原液用エア抜き弁（V10）および水用エア抜き弁（V9）からの泡消火薬剤や水の吹き出しに

備えて、仮設ホースなどを接続し、バケツなどを準備する。

作業② 給／排液弁（V7）に泡消火薬剤充填用ポンプ、仕切弁（VA）および圧力計（PA）を図 8 の

ように接続する。圧力計（PA）は泡消火薬剤充填用ポンプの締切圧力以上のものを使用して

ください。

作業③ 排液弁二次側のプラグを外して、泡消火薬剤充填用ポンプを接続する。

作業④ 泡消火薬剤充填用ポンプに泡消火薬剤を入れる、または、泡消火薬剤充填用ポンプのサクシ

ョンホースを泡消火薬剤ポリ容器に入れる。充填作業中に泡消火薬剤のポリ容器を切り替え

る際には、サクションホース内に空気が入らないようにしてください。空気が入ると泡消火

薬剤が泡立ち、原液用エア抜き弁（V10）または水用エア抜き弁（V9）から泡消火薬剤が出

てくることがあります。（水用エア抜き弁から泡消火薬剤が出た場合は、ダイヤフラムの破

損が考えられます。）

作業⑤ 以下の手順により、泡消火薬剤を充填する。

№ 操作内容

弁の開閉状態（◎：全開 ○：開放 ×：全閉）

網掛け部は操作箇所を示します

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10 VA

1 各バルブを右の状態(図 8)にする。 × × × ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ×

2
VA が閉止していることを確認した後、給／排液

弁(V7)を開放する。
× × × ◎ ◎ × ◎ × ◎ ◎ ×

3

泡消火薬剤充填用ポンプを運転後、仕切弁(VA)

を徐々に開放し、充填圧力が 0.2MPa 以下とな

るように圧力計(PA)を確認しながら仕切弁

(VA)の開度を調整し、ゆっくりと槽内に泡消火

薬剤を規定量充填する。（図 9）

× × × ◎ ◎ × ◎ × ◎ ◎ ○

4

充填終了後、給／排液弁(V7)を閉止し、泡消火

薬剤充填用ポンプを停止して仕切弁(VA)を閉止

する。その後、泡消火薬剤充填用ポンプ、仕切弁

(VA)および圧力計(PA)を取り外す。

× × × ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ×

図 8．泡消火剤の充填前準備（No.1 の状態） 図 9．泡消火薬剤の充填中（No.3 の状態）

液

面

計

全開

全閉

送液逆止弁

Ｖ８

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３

開放

泡消火薬剤充填用ポンプ

ＶＡ

ＰＡ

Ｖ７

混合器（プロポーショナー）

液

面

計

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

泡消火薬剤充填用ポンプ

ＶＡ

ＰＡ

バケツなど

仮設ホース

バケツなど

仮設ホース

全開

全閉

開放

送液逆止弁

Ｖ８

混合器（プロポーショナー）
Ｖ１０

Ｖ４

Ｖ２

Ｖ１

Ｖ９

Ｖ３

逆止弁

圧力計

逃がし弁

逆止弁

圧力計

逃がし弁

バケツなど

仮設ホース

バケツなど

仮設ホース
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②貯蔵量の確認

図 10．貯蔵量の確認前（No.1 の状態） 図 11．液面計の取り付け（No.2 の状態）

※上記位置は規定貯蔵量の位置【目安】を示す

図 12．貯蔵量の確認（No.3 の状態）

№ 操作内容

弁の開閉状態（◎：全開 ○：開放 ×：全閉）

網掛け部は操作箇所を示します

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10

1 各バルブを右の状態にする。(図 10） × × × ◎ ◎ × × × ◎ ◎

2

液面計弁(V6)に設置しているホース接続口に液

面計を取り付け、ワイヤーバンドで固定する。(図

11)

× × × ◎ ◎ × × × ◎ ◎

3

液面計上部を真っ直ぐ持ち液面計弁(V6)を徐々

に開放し、泡消火薬剤の貯蔵量を確認する。

【規定貯蔵量の目安は泡原液槽の上部鏡板の曲が

り際(図 12 の右図および表参照）まで】

※初回の泡消火薬剤充填時に貯蔵量の確認を行う

際、テープやマジックなどで液面計や泡原液槽

本体にマーキングを行うと次回の泡消火薬剤充

填時の目安となる。

× × × ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎

4

泡消火薬剤の貯蔵量を確認した後、閉止弁(V5)を

閉止し、続いて給／排液弁(V7)を開放して液面計

内に残った泡消火薬剤を排液する。

× × × ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎

5

排液後、原液用エア抜き弁（V10），給／排液弁（V7）

および液面計弁(V6）を閉止し、液面計を取り外す

※取り外した液面計およびワイヤーバンドは、水

でよく洗い、乾燥させた後、大切に保管する。

× × × ◎ × × × × ◎ ×

型式記号 A（規定貯蔵量）の位置【目安】

MTD034B 型
溶接線中央より 約 30mm 上

MTD044B 型

MTD054B 型

溶接線中央より 約 40mm 上
MTD064B 型

MTD074B 型

MTD094B 型

液面計

（付属品）

ワイヤーバンド

（付属品）

ホース接続口

液面計弁

（Ｖ６）

液

面

計

Ｖ８

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３

送液逆止弁

混合器（プロポーショナー）

全開

全閉

開放

逆止弁

逃がし弁

圧力計

液

面

計

Ｖ８

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３

送液逆止弁

混合器（プロポーショナー）

全開

全閉

開放

圧力計

逆止弁

逃がし弁

溶接線

規定量貯蔵位置

上部鏡板

胴板 Ａ

液面計
（鏡板の曲がり際）

マーキング
（初回充填時に実施）
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③水張り作業

№ 操作内容

弁の開閉状態（◎：全開 ○：開放 ×：全閉）

網掛け部は操作箇所を示します

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10

1 各バルブを右の状態にする。(図 13） × × × × × × × × ◎ ×

2
原液用エア抜き弁（V10）を半開き、圧力計弁(V3)

を開放する。
× × ◎ × × × × × ◎ ○

3
消火ポンプを運転し、給水圧力系統の圧力を監視圧

力まで上げる。

×

(※1)
× ◎ × × × × × ◎ ○

4

槽内を急激に加圧しないように給水弁（V1）を微小

開放して充水し、水用エア抜き弁（V9）から水が溢

れたら、水用エア抜き弁(V9）を半開にし、給水弁

(V1）の開度を維持する。なお、この時点で原液用

エア抜き弁(V10）から泡が出ることがある。(図14）

○

(※1)
× ◎ × × × × × ○ ○

5

原液用エア抜き弁(V10）から泡消火薬剤（泡状にな

っている場合もあり）が溢れたら原液用エア抜き弁

（V10）を閉止後、水用エア抜き弁（V9）を閉止す

る。その後、泡原液槽から漏れなどがないか確認し、

逃がし弁元弁(V2)を開放する。

○

(※1)
◎ ◎ × × × × × × ×

6
逃がし弁からの排水を確認したら、消火ポンプを停

止し、給水弁(V1)をゆっくりと全開する。
◎ ◎ ◎ × × × × × × ×

7

圧力計を確認し、槽内が貯蔵圧力(※2)になってい

ること(P1＞P2)を確認したら、送液弁(V8)を開放

し、逃がし弁からの排水が停止していることを確認

する。（図 2 に示す状態（監視状態）であることを

確認する。）

◎ ◎ ◎ × × × × ◎ × ×

※1：No.3～5 の作業中、給水弁（V1）は絶対に全開にしないでください。

※2：貯蔵圧力とは、図 3 の泡消火薬剤貯蔵圧力（P2）を示します。

図 13．水張り作業前（No.1 の状態） 図 14．水張り作業（No.4 の状態）

混合器（プロポーショナー）

全開

全閉

開放

排水

給水

送液逆止弁

Ｖ８

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３

混合器（プロポーショナー）

全開

全閉

開放

圧力計

逆止弁

逃がし弁

圧力計

逆止弁

逃がし弁

バケツなど

仮設ホース

バケツなど

仮設ホース

バケツなど
Ｖ１０

Ｖ９
Ｖ１０

Ｖ９

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ２

Ｖ３

送液逆止弁

Ｖ８

Ｖ５

仮設ホース

バケツなど

仮設ホース
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④泡消火薬剤種別シールの貼り付けおよび押印（初回の泡消火薬剤充填時のみ）

製品に付属している泡消火薬剤種別シールを機器銘板に貼付し、泡消火薬剤種別シールに充填する泡

消火薬剤の『貯蔵泡消火薬剤種別』、『国検型式番号』および『混合比』を不滅インクなどで記載してく

ださい。（図 15）

なお、国検型式番号などは別途手配した泡消火薬剤の容器にある銘板シールなどで確認してください。

図 15．押印方法（参考：DK ウォーターの場合）

４．保守点検

機能保持のために、機器点検および総合点検を関連法規に従い実施してください。

①機器点検：泡消火薬剤の貯蔵量確認（「3(3)② 貯蔵量の確認」（10 頁）を参照）や変質の有無、構成機

器の変形・損傷・異常の有無

②総合点検：泡消火設備全体でのシステム総合試験

また、日常点検として以下の外観点検を定期的に実施してください。

日常点検内容 不具合時の対応

槽本体および構成部品に変形、損傷、著しい腐食がないこと。

構成部品の取り付けやボルト類、接続継手などに緩みがないこと。

配管、バルブなどから漏れがないこと。

機器銘板の表示事項が判読できること。

部品交換

補修塗装

増し締め

泡 原 液 槽

能 美 防 災 株 式 会 社

型 式

容 量

最 高 使 用 圧 力

水 圧 試 験 圧 力

Ｍ Ｔ Ｄ

Ｌ

Ｍ Ｐ ａ

製 造 番 号

製 造 年 月 年 月

Ｍ Ｐ ａ

貯蔵泡消火薬剤種別 たん白

ふっ化たん白

合成界面活性剤

水成膜

国検型式番号 泡第 ～ 号
混合比 ％

（○をつける）

３
１０ ３

泡消火薬剤種別シール

機器銘板

（貼り付けおよび押印）



13

５．運用

消火または点検などで泡消火薬剤を使用した場合は、加圧送水装置の運転を停止した後、以下の手順によ

り泡消火薬剤を再充填してください。

№ 操作内容

弁の開閉状態（◎：全開 ○：開放 ×：全閉）

網掛け部は操作箇所を示します

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10

1 各バルブを右の状態にする。(図 16） × × ◎ × × × × × × ×

2
圧力計にて槽内に圧力が残っていないか確認

し、排水弁(V4)をゆっくり開放する。
× × ◎ ◎ × × × × × ×

3

槽内の圧力が抜けたら、水用エア抜き弁(V9）を

開放し、次に原液用エア抜き弁（V10）を開放す

る。（図 17）（排水作業を急ぐ場合は、排水プラ

グを取り外して、排水することも可能。その際

は、必要に応じて床面の養生を実施し、排水終

了後は排水プラグを取り付けること。）

× × ◎ ◎ × × × × ◎ ◎

4

排水弁(V4）からの排水が停止した後、貯蔵量を

確認（｢3(3)②貯蔵量の確認｣を参照）し、泡消火

薬剤を必要量用意する。泡消火薬剤の必要量は、

図 12 および次表を参考に算出する。

｢3.(3)② 貯蔵量の確認｣（10 頁）を参照

5
4 で算出した泡消火薬剤必要量を準備し、泡消

火薬剤を槽内に補充する。
｢3.(3)① 泡消火薬剤の充填｣（9 頁）を参照

6 泡消火薬剤の補充後、貯蔵量を確認する。 ｢3.(3)② 貯蔵量の確認｣（10 頁）を参照

7
感知ヘッドや一斉開放弁などの端末機器が復旧

していることを確認した後、水張り作業を行う。
｢3.(3)③ 水張り作業｣（11 頁）を参照

図 16．泡消火薬剤の補充前（No.1 の状態） 図 17．排水中（No.3 の状態）

型式記号 液面計 10cm あたりの容量（L）【目安】※

MTD034B 型
36.1

MTD044B 型

MTD054B 型
47.5

MTD064B 型

MTD074B 型 60.5

MTD094B 型 75.1

※上表の液面計 10cm あたりの容量は泡原液槽本体胴部(直線部)の場合です。

排水

排水プラグ

混合器（プロポーショナー）

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ３

Ｖ４

Ｖ２

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

送液逆止弁

Ｖ８ 排水プラグ

混合器（プロポーショナー）

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ３

Ｖ４

Ｖ２

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

送液逆止弁

Ｖ８

全開

全閉

開放

全開

全閉

開放

圧力計

逆止弁

逃がし弁

圧力計

逆止弁

逃がし弁
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６．耐用年数と定期交換推奨部品

(1)耐用年数

本機器の耐用年数は設置後約 20 年（屋内設置の場合）です。なお、耐用年数は設置環境、使用状況な

どの影響を受けるため、あくまで目安であり、その期間を保証するものではありません。また、風雨、

塩分、腐食性ガスなどの影響を受ける場所、その他の環境の厳しい場所に設置した場合には、大幅に耐

用年数が短くなることがあります。保守点検時に不具合が発見された場合は、その都度適切な処置（機

器交換、清掃など）を行ってください。

(2)定期交換推奨部品

対象構成機器 推奨オーバーホール（交換）時期 定期交換推奨部品

槽本体 設置後約 10 年
ダイヤフラム

上下フランジ座 O リング

逃がし弁 設置後約 5 年 O リング

・その他校正品（弁類、圧力計など）についても経年により老朽化は進行しますので、保守点検時に不具

合が発見された場合は、その都度適切な処置（交換、清掃など）を行ってください。

(3)ダイヤフラムの交換

①次の物を準備してください。

№ 名 称 仕 様 数量 備 考

1 交換用ダイヤフラム 仕様（サイズ）にあったもの 1
ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑに使用する O ﾘﾝｸﾞや

吊りﾎﾞﾙﾄはﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑに付属

2

O

リ
ン
グ

MTD034B,
044B 型の場合

P245 1 種 A（JIS B 2401）材質：NBR 2 上下部フランジ用

MTD054B
～094B 型

の場合

P385 1 種 A（JIS B 2401）材質：NBR 1 上部フランジ用

P245 1 種 A（JIS B 2401）材質：NBR 1 下部フランジ用

3 ガスケット JIS10K 40A FF t1.5 材質:ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 1 下部ﾌﾗﾝｼﾞ－配管組品A接続用

4
ガスケット

(必要に応じて準備)
JIS10K 40A FF t1.5 材質:ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 1 送液弁－配管組品 A 接続用

5 ポリ容器など 泡原液槽の規程量以上の容量もの 適量 貯蔵泡消火薬剤の一時保管用

6
めがねレンチ・

スパナ

40A プラグ用（対辺 26mm） 1 吊り金具キャップ用

M12 六角ボルト用（対辺 19mm） 1 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ取付ﾎﾞﾙﾄ用

M16 六角ボルト用（対辺 24mm） 1
下部ﾌﾗﾝｼﾞ－配管接続用ﾎﾞﾙﾄ･ﾅ

ｯﾄ用

M20 六角ボルト用（対辺 30mm） 1 上下部ﾌﾗﾝｼﾞ取付ﾎﾞﾙﾄ用

7
ﾎﾞｯｸｽﾚﾝﾁ

またはｿｹｯﾄﾚﾝﾁ
M8 六角ボルト用（対辺 13mm） 1 吊りナット用

8 長ボルト M12×L120 程度 4 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ取付時に使用

9 位置決めひも 耐荷重：10kg 以上、長さ：1m 程度 4 吊り金具位置決め用

10 養生シート・ウエス － 適量 床などの汚れ防止・清掃用

11 シールテープ － 適量 吊り金具キャップ用

12 シリコングリース 汎用品 適量 O リング塗布用
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②ダイヤフラムの取り外し前準備

№ 操作内容

弁の開閉状態（◎：全開 ○：開放 ×：全閉）

網掛け部は操作箇所を示します

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10

1 各バルブを右の状態にする。(図 18） × × ◎ × × × × × × ×

2
圧力計にて槽内に圧力が残っていないか確認し、

排水弁(V4)をゆっくり開放する。
× × ◎ ◎ × × × × × ×

3

槽内の圧力がなくなったら、水用エア抜き弁(V9）

を開放後、原液用エア抜き弁（V10）を開放して

槽内の水を排水する。（図 17）

（排水作業を急ぐ場合は、排水プラグを取り外し

て、排水することも可能。その際は、必要に応じて

床面の養生を実施し、排水終了後は排水プラグを取

り付けること。）

× × ◎ ◎ × × × × ◎ ◎

4

泡消火薬剤が槽内に貯蔵されている場合は、貯蔵量

を確認し、貯蔵量が入る大きさのドラム缶などを用

意する（ドラム缶などは十分洗浄し、中に他の泡消

火薬剤や水、ゴミなど指定の泡消火薬剤以外の異物

がないように注意すること。万一、指定の泡消火薬

剤以外の異物が混入した場合、その泡消火薬剤は再

使用しないこと。）

｢3.(3)② 貯蔵量の確認｣（10 頁）を参照

5

泡消火薬剤が槽内に貯蔵されている場合は、閉止弁

(V5）を開放後、給／排液弁(V7）を開放し、用意

したドラム缶などに泡消火薬剤を全量抜き取る。

（図 19）

× × ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ ◎

図 18．ダイヤフラム取り外し前準備（No.1 の状態） 図 19．泡消火薬剤の抜き取り（No.5 の状態）

送液逆止弁

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３

ダイヤフラム混合器（プロポーショナー）

全開

全閉

開放

Ｖ８

圧力計

逆止弁

逃がし弁

Ｖ８

Ｖ７

Ｖ６

Ｖ５

Ｖ４

Ｖ１

Ｖ１０
Ｖ９

Ｖ２

Ｖ３

送液逆止弁

混合器（プロポーショナー）

全開

全閉

開放

規定容量以上のポリ容器など

逆止弁
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圧力計
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③ダイヤフラムの取り外し

作業① 本作業は作業時に槽内の残水や残液が出るため、必要に応じて床面を養生する。

作業② 上部フランジのダイヤフラム取付用ボルト（M12×L60、6 本）を取り外してから、フラン

ジ取付用ナット（M20）を取り外して、上部フランジを取り外す。（図 20）

吊り金具廻り詳細

図 20．各部品名称および吊り金具廻り詳細図

作業③ 下部フランジ－配管組品 A 用フランジ（40A フランジ）のボルト・ナット（4 本）とガスケ

ットを取り外す。（図 21）【槽内の泡消火薬剤の残液が出るので注意】

また、必要に応じて送液弁－配管組品 A 用フランジ（40A フランジ）のボルト・ナット（4

本）とガスケットを取り外し、配管組品 A（図 20 のハッチング部分）を取り外す。（図 20）

【槽内の泡消火薬剤の残液が出るので注意】

作業④ 槽内より原液送出管を抜き取る。

作業⑤ 下部フランジのダイヤフラム取付用ボルト（M12×L60、6 本）を取り外してから、フラン

ジ取付用ナット（M20）を取り外し、下部フランジを取り外す。（図 21）

【槽内の残水が出るので注意】

図 21．下部フランジ部詳細

作業⑥ 吊り金具のキャップ（上下各 3 ヶ所、40A プラグ）を取り外し、吊りボルト固定用ナット

（M8）およびワッシャ（呼び 10）を取り外す。（図 20）

作業⑦ ダイヤフラムを上から引き抜く。

槽本体

吊りボルト

ワッシャ（呼び１０）

吊りボルト固定用ナット（Ｍ８）

キャップ（４０Ａプラグ）

吊り金具（ソケットを槽本体に溶接）

原液送出管

ダイヤフラム取付用ボルト

ダイヤフラム

槽本体

フランジ取付用ナット

下部フランジ（Ｍ２０） （Ｍ１２×Ｌ６０）

フランジ取付用ナット（Ｍ２０）

ダイヤフラム取付用ボルト（Ｍ１２×Ｌ６０）上部フランジ

吊り金具

ダイヤフラム取付ボルト（Ｍ１２×Ｌ６０）

下部フランジ
下部フランジ－配管組品Ａ用フランジ

フランジ取付用ナット（Ｍ２０）

吊り金具

送液弁－配管組品Ａ用フランジ

配管組品Ａ
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④ダイヤフラムの取り付け

作業① 槽内の汚れ、ゴミなどを水洗いなどにより除去し、異物の残留やバリなどがないか槽内を点

検する。（槽内に異物の残留やバリなどがあると、ダイヤフラム破損の原因となることがあ

ります。新しい泡原液槽に交換してください。）

作業② ダイヤフラムの上下フランジ部にやといボルトまたは長ボルト（M12×L120 程度）を

各 2 本ずつねじ込む。

図 22．やといボルト（長ボルト）の取り付け

作業③ 吊りボルトを、ダイヤフラム吊り金具の上下部に各 3 本ずつねじ込む。また、吊りボルト

に位置決めひもを結びつける。

吊りボルト廻り詳細

図 23．吊りボルトの取り付け

作業④ ダイヤフラムを槽内に入れ、作業③で取り付けた位置決めひもをそれぞれの上下吊り金具

に通し、ワッシャ、吊りボルト固定用ナットの順で位置決めひもに通し、上下吊り金具に固

定する。

＜作業④時の注意点＞

・ダイヤフラムを取り付ける際は、吊りボルトの位置関係に注意してください。ダイヤフ

ラムが取り付けられた状態でねじれがあると、ダイヤフラム破損の原因となることがあ

ります。

・吊りボルトを固定する際は、強く締めすぎないように注意してください。吊りボルト固

定用ナットを強く締めすぎると吊りボルトが破断する場合があります。

作業⑤ 位置決めひもを取り外し、吊り金具のキャップ（上下各 3 ヶ所、40A プラグ）のねじ部に

シールテープを巻いてから、吊り金具のキャップ（上下各 3 ヶ所、40A プラグ）を吊り金

具に取り付ける。

ダイヤフラムフランジ部

やといボルト または 長ボルト

やといボルトまたは長ボルト

吊りボルト
上部

吊りボルト
下部

吊りボルト

位置決めひも（３ヵ所）

（３ヵ所）

（２ヵ所）

（２ヵ所）上部フランジ

やといボルトまたは長ボルト

下部フランジ
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作業⑥ 下部フランジのダイヤフラム取付用ボルト穴に作業②で取り付けたやといボルト（長ボル

ト）を通し、下部フランジを槽本体に組み付ける。なお、下部フランジ組み付け時は、O リ

ング（シリコングリースを塗布）およびガスケットを新品に交換する。

また、ダイヤフラム取り外し時に配管組品 A（図 20 のハッチング部分）を外した場合は、

配管組品 A を組み付ける。なお、配管組品 A 組み付け時は、送液弁－配管組品 A 用フラン

ジのガスケットを新品に交換する。

＜作業⑥時の注意点＞

・ダイヤフラム上下フランジ部の O リングが脱落しないように注意してください。

作業⑦ やといボルト（長ボルト）を引き寄せながら、ほかの箇所のダイヤフラム取付用ボルトをね

じ込み、最後にやといボルト（長ボルト）を外してからダイヤフラム取付用ボルトをねじ込

む。

作業⑧ 原液送出管を挿入し、元の位置にセットする。

作業⑨ 上部フランジを下部フランジ同様に取り付ける。

＜ダイヤフラム取り付け、取り外し時の注意点＞

・ダイヤフラムの取り付け、取り外しの際は、ダイヤフラムを傷つけないように注意してください。

ダイヤフラム破損の原因となることがあります。

⑤初期セット

初期セットの作業を実施し、元の状態に戻す。（「3.(3) 初期セット」（9 頁）参照）

(4)逃がし弁の O リング交換

逃がし弁の O リング交換は逃がし弁元弁（V2）をしっかりと閉めた状態で行ってください。また、

交換の際、ねじ部のゴミをきれいに取り除いてください。ゴミなどが残っていると漏水の原因となる

ことがあります。

図 24. 逃がし弁詳細図
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７．事故・トラブルとその処置

機器の異常を発見した場合には次表を参考に処置してください。

なお、表中の考えられる原因は代表例であり、考えられるすべての原因を示すものではありません。

現 象 考えられる原因 処置・対策

所定の混合比が出ない。

槽本体内の泡消火薬剤に水が混入

した。

泡消火薬剤を新品に交換してく

ださい。

送液弁（V8）が全開していない。 送液弁（V8）を全開する。

混合器にゴミが詰まっている。 弊社にお問い合わせください。

所定の圧力・流量を満たしていな

い。

混合器の使用流量範囲で使用し

てください。

排水弁からの水が著しく泡

立つ。
ダイヤフラムに穴が開いている。

ダイヤフラムを交換してくださ

い。

８．仕様

型式名称 MTD034B 型 MTD044B 型 MTD054B 型 MTD064B 型 MTD074B 型 MTD094B 型

容量 300 L 400 L 500 L 600 L 700 L 900 L

最高使用圧力 1.4 MPa

耐圧試験圧力(※1) 2.1 MPa

混合方式 プレッシャープロポーショナー方式

適用泡消火薬剤
たん白（ふっ素たん白）泡消火薬剤、合成界面活性剤泡消火薬剤

水成膜泡消火薬剤

使用可能混合器 NPV050、NPV080、NPV100、NPV125、NPV150（※2）、NPV200（※2）

逃がし弁

MVE021 型

初期設定逃がし圧力 0.7MPa

逃がし圧力調整範囲 0.5～1.0MPa

質量(※3) 約 360 kg 約 410 kg 約 610 kg 約 670 kg 約 710 kg 約 810 kg

※1：ダイヤフラムは除きます。

※2：泡消火薬剤がたん白泡消火薬剤の場合、NPV150-6、NPV200-3、NPV200-6 型ベンチュリ―プロポーショナーは

使用できません。

※3：泡消火薬剤は含みません。
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